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Abstract  We are researching MR-PreViz system for filmmaking. This paper proposes a toolkit for designing action scene 

and recording camera-work.  

 

1. はじめに 
我々は，複合現実感技術を用いて映画制作を支援する

MR-PreViz プロジェクト[1]を推進している．これまで，撮

影現場で実写背景に合成する CG データの準備ツールとして

CASCADES，キャメラワークの検討支援ツールとしてキャ

メラワークオーサリングツールを開発してきた．本稿では，

それらのリリースに向け行った改良に関して述べる． 

2. 事前準備段階でのツール群 
これまで，CG データの準備ツールである CASCADES は，

アクションデータの位置・タイミングの調整機能が主要機能

であった．本研究では，次の 3 つのサブツールから構成され

る CASCADES ver.2.0 としてツールを拡張した．（図１）． 
 位置・タイミング調整ツール[2] 

個別に収録された CG アクションデータに対して，データ

間の位置関係やアクションのタイミングを調整し，アクシ

ョンデータ間の整合性をとるツール． 

 CG 空間レイアウトツール 

位置やタイミングの整合性がとれた CG データを 3Ｄ-CG
空間内に配置し，方向やサイズなどを調整するツール．背

景に設置する CG オブジェクトの配置に関しても調整する． 
 CG-PreViz ツール 

前ツールで配置したデータに対し，仮想キャメラによるキ

ャメラワーク付けを行うツール（図 2）．フル CG での

PreViz 映像を出力する機能も持つ．  
これまでの CASCADES では，CG データの調整結果は独自

の記述形式でのみ記録していたが，CASCADES ver.2.0 では，

調整結果を FBX 形式でも出力させることで，外部のソフト

ウェアでも調整結果を読み込めるようにした． 
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図 1 各ツールのデータフロー 

 
図 2 CASCADES ver.2.0 の実行画面 

3. 撮影現場での検討ツール 
撮影現場では，キャメラワクレコーダを用いて CASCADES 

ver.2.0 より出力結果を読み込みキャメラワークの検討と

MR-PreViz 撮影を行う．この際，実写背景への合成映像を確

認しながらの CG データの微調整ができると望ましい．そこ

で，本研究では撮影システムに CASCADES ver.2.0 と同様の

機能を利用可能にすることで，現場での CG データの最終調

整を行えるようにした． 

1. CG データの位置・タイミング調整 

2. CG データの初期位置，位置，サイズの個別調整 

MR-PreViz 撮影時のキャメラワークは，HD 解像度での実

写映像と共に保存され，HD 解像度の MR-PreViz 映像を再合

成するのに利用される．これによって CG データの差替えな

どができ，より完成度の高い MR-PreViz 映像を生成出来る． 

4. むすび 
本稿では，これまでの開発してきたツールのリリースに向

け行った MR-PreViz 撮影のための準備ツール，現場検討ツ

ールの改良行った．改良により CG データの変更・調整など

をいままでより柔軟に行うことが可能となった．今後は，今

年度末のリリースに向け UI の改良などを行いツールの完成

度を高める．本研究は，JST の CREST「映画制作を支援す

る複合現実型可視化技術」による． 
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